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「
卜
卜
口
親
子
」
も

(
大
野
交
通
安
全
か
か
し

審議日程

10日 本会議(会期の決定、議案
上程、提案理由の

説明、議会運営委

員会委員の選任)

11日休 会
12日休 会

13日休会
14日 本会議(一般質問)

15日休会
16日 本会議 (一般質問、決算特

別委員会の設置及

び委員の選任、請

願・陳情上程、各

案件委員会付託)

17日 委員会(建設 ・産業経済)
18日 委員会(教育民生・総務)
19日休会
20日休会
21日 委員会(総合病院対策)

本会議(各委員長報告、質
疑・討論・採決、

市会案上程・採決)

第263固 9月定例会

平成3年度各会計歳入歳出決算認定は継続審査

第263固定例市議会は9月刊日に開会され、会期を21日まで
の12日間と定め、理事者から提出されだ議案18件と市会案4件
を審議しまし定。
初日には、平成4年度一般会計補正予算案をはじめ提出議案
について提案理由の説明ガ行われまし定。
14、16日の両日は、一般質問ガ行われ、田原哲也(清友会〉
林 順一(市政同志会〉宇野政市郎(清友会〉佐々木一夫(市
政同志会〉栄 正夫〈共産〉野田幾久代(無〉の6議員がそれ
ぞれ一般質問を行いまし疋。
質問終結の後、決算特別委員会を設置して委員を選任し、各
議案ならびに請願・陳情が所管の各委員会に惜託されましだ。
最終日には常任・特別の各委員長報告の後、理事者から提案
の議案13件を可決、引き続き追加提案されだ人事案件3件に同
意の後、議員提案による「農業農村整備事業促進に関する意見
書」など4件を可決しまし定。
市民の皆さんから出され疋請願・陳情の結果は別掲のとおり
です。



市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

問
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
誘
致
を
目
指
し
、
鍬
掛
地
区
か
ら

陳
情
の
あ
っ
た
農
業
振
興
地
域
の
指

定
除
外
申
請
は
六
月
議
会
で
採
択
き

れ
た
が
、
数
日
後
に
鍬
掛
地
係
を
外

し
て
農
振
除
外
を
県
に
申
請
し
て
い

る
。
こ
れ
は
議
会
と
は
逆
の
判
断
で

あ
り
、
議
会
に
対
し
て
何
ら
の
断
り

も
な
か
っ
た
こ
と
は
議
会
軽
視
で
は

な
い
か
。

答
議
会
の
結
論
を
尊
重
す
べ
き
で

あ
る
が
、
市
内
の
九
百
余
の
居
舗
に

及
ぶ
商
業
者
の
現
状
、
市
街
地
整
備

と
商
庖
街
の
活
性
化
対
策
の
推
進
な

ど
今
後
の
農
振
変
更
関
係
の
総
合
的

見
地
か
ら
政
治
判
断
を
し
た
。

な
お
、
今
回
の
農
業
振
興
地
域
の

見
直
し
に
当
た

っ
て
、
鍬
掛
地
区
の

関
係
者
に
、
事
務
段
階
に
お
い
て
農

振
除
外
が
可
能
で
あ
る
よ
う
な
印
象

を
与
え
た
よ
う
だ
が
、
今
後
は
事
務

処
理
等
に
は
十
分
配
慮
し
た
い
。

週
休
二
日
制
に
つ
い
て

問

①

週

休

二
日
制
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
市
民
会
館
、
有
終
会
館
、
エ
キ
サ

イ
ト
広
場
等
の
施
設
も
第
三
日
曜
日

を
休
館
と
し
て
い
る
が
、
利
用
者
の

立
場
に
た
つ
で
開
館
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
こ
れ
ら
施
設
の
利
用
状
況

は
ど
、
7
か
。

①
学
校
の
週
五
日
制
が
進
む
中
で
、

公
民
館
が
第
一
・
第
三
の
土
・
日
連

続
の
休
館
日
と
す
る
の
は
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

①
正
職
員
と
臨
時
・
嘱
託
職
員
と
の

労
働
時
聞
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
が
。

筈
①
導
入
に
当
た

っ
て
は
、
経
費

の
増
加
は
し
な
い
、
人
員
の
増
加
は

し
な
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は

し
な
い
、
さ
せ
な
い
の
、
こ
の
三
つ

が
基
本
で
あ
る
。

①
施
設
の
清
掃
や
職
員
の
休
養
等
を

考
え
る
と
、
休
館
日
の
設
定
も
や
む

を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
三
年
度
の
利
用
状
況
は
、

有
終
会
館
十
三
万
七
千
人
余
。

市
民
会
館
五
万
千
人
余
。

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
総
合
体
育
施
設

四
万
人
余
。

B
&
G

六
万
四
千
人
。

①
完
全
週
休
二
日
制
導
入
検
討
委
員

会
で
特
に
論
議
を
重
ね
た
が
、
現
在

実
施
し
て
い
る
四
週
六
休
制
の
勤
務

体
制
を
大
幅
に
変
更
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
る
。

①
現
在
は
月
十
九
日
勤
務
で
あ
る
が

十
七
日
勤
務
と
な
る
。

市
街
地
活
性
化
対
策
と

商
業
振
興
策
に
つ
い
て

問
市
街
地
の
環
境
整
備
事
業
の
課

題
は
、
魅
力
あ
る
商
業
集
積
と
、
駐

車
場
対
策
で
あ
る
。
駐
車
場
問
題
の

解
決
策
と
し
て
、
現
在
の
六
間
大
通

り
の
パ
ー
キ
ン
グ
(
要
チ
ケ
ッ
ト
)

制
を
改
め
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
商
業
振
興
の
た
め
の
事
前
の

調
査
活
動
や
ソ
フ
ト
事
業
等
に
対
す

る
助
成
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
六
開
通
り
の
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー

タ
ー
は
県
公
安
委
員
会
が
、
福
井
県

交
通
安
全
連
合
会
に
管
理
を
委
託
し

た
有
料
駐
車
場
で
あ
る
。
県
も
地
元

の
ま
と
ま
っ
た
要
望
が
あ
れ
ば
十
分

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
の
商
業
振
興
策
と
し
て
は
、
商

業
振
興
基
金
の
果
実
運
用
を
中
心
と

し
て
各
種
制
度
の
活
用
等
の
助
成
策

を
考
、
え
て
お
り
、
補
助
金
等
適
正
化

法
な
ら
び
に
地
方
自
治
法
、
市
の
条

例
・
規
則
等
に
抵
触
し
な
い
範
囲
で

検
討
し
た
い
。
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行
財
政
の
効
率
的
運
用
に

つ
い
て

問

①
国
は
内
需
拡
大
の
た
め
公
共

事
業
の
上
半
期
前
倒
し
発
注
率
を
、

七
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
定
め
て
い

る
が
、
当
市
の
場
合
は
八
月
末
現
在

で
、
一
般
会
計

・
特
別
会
計
合
わ
せ

て
、
平
均
で
四
二

・
四
パ
ー
セ

ン
ト

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
と

今
後
の
対
応
策
は
。

①
基
金
の
保
有
額
は
、
当
市
の
予
算

規
模
に
比
較
し
て
非
常
に
大
き
く
、

問
題
が
あ
る
と
思
う
。
今
後
の
有
効

的
な
運
用
計
画
を
示
せ
。

①
普
通
財
産
の
土
地
の
中
で
遊
休
地

と
し
て
有
効
利
用
さ
れ
て
い
な
い
土

地
は
民
間
に
払
い
下
げ
た
り
、
ま
た

貸
与
し
た
り
し
て
行
財
政
の
ス
リ
ム

化
に
取
り
組
む
べ

き
だ
と
考
え
る
が

ど
、
っ
か
。

答

①

当

市

も

上

半
期
の
契
約
目
標

を
七
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
定

め
、
そ
の
達
成
に
取
り
組
ん
で
き
た

教育委員会委員の任命に同意

幸男氏 (55歳)

(阿難祖領家 13-23)

土屋

が
、
契
約
率
が
低
か
っ
た
の
は
、

前

年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
を
先
行
し
た

こ
と
に
よ
り
契
約
が
遅
れ
た
こ
と
、

補
助
事
業
が
当
初
予
算
に
比
べ
て
国

の
内
示
額
が
少
な
か

っ
た
こ
と
、
ま

た
用
地
交
渉
が
進
ま
な
い
た
め
に
工

事
契
約
が
遅
れ
た
こ
と
な
ど
が
主
な

要
因
で
あ
る
。
な
お
目
標
率
達
成
の

た
め
に
は
、
今
後
契
約
金
額
で
三
億

六
千
万
円
の
発
注
が
必
要
と
な
る
が

近
く
農
業
集
落
排
水
事
業
を
発
注
す

れ
ば
、

上
半
期
の
契
約
目
標
率
は
達

成
で
き
る
。

①
平
成
三
年
度
の
基
金
保
有
額
は
、

二
十

一
件
、

五
十
三
億
九
千
三
百
九

十
二
万
五
千
円
で
あ
る
。

財
政
調
整
基
金
は
十
七
億
円
余
り

あ
る
が
、

こ
れ
は
昭
和
六
十
二
年
度

以
降
は
補
助
事
業
に
積
極
的
な
取
り

組
ん
だ
こ
と
、
大
き
な
災
害
が
発
生

し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
予
算
執
行

に
当
た
っ
て
経
費
の
節
減
に
努
め
た

結
果
、
昨
年
度
ま
で
の
五
年
間
は
取

り
崩
さ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

今
後
は
、
清
掃
緬
設
や
し
尿
処
理

施
設
等
の
改
築
経
費
に
充
て
て
い
き

教育委員会委員の任命に同意

稲津克己氏 (55歳)

(南六呂師 39-5ー 1) 

多国

人権擁護委員候補者の推薦に

同憲

正則氏 (60歳)

(伏石 16-6)

た
しま
た
、
特
定
目
的
基
金
の
運
用
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
目
的

が
十
分
達
成
で
き
る
よ
う
、
積
極
的

に
運
用
し
て
い
き
た
い
。

①
現
在
の
未
利
用
地
は
四
万
九
千
百

八
十

一
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
七
千
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル

は
今
後
各
種
事
業
の
実
施
に
必
要
な

代
替
地
等
と
し
て
考
え
て
お
り
、
ま

た
、
三
万
八
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル

に
つ
い
て
は
、
公
共
用
地
と
し
て
計

画
し
て
い
る
。
そ
の
外
、
道
路
・
水

路
沿
い
の
狭
小
な
残
地
を
集
め
る
と

三
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に

な
る
が
利
用
計
画
も
立
て
ら
れ
て
は

し
な
し
。

処
分
し
た
い
が
現
在
は
そ
の
希
望

も
な
い
状
況
で
あ
る
。

代
替
用
地
に
つ
い
て
は
、
事
業
の

必
要
度
合
い
に
応
じ
て
処
分
を
し
て

lv
J
r

、大野
市
入
札
参
加
者
選
定

要
領
に
つ
い
て

問

入

札

参

加

者

選
定
要
領
は
昨
年

の
十
二
月
議
会
で
公
表
し
て
い
る
が

地
方
自
治
法
施
行
令
の
第
百
六
十
七

条
の
十
一
第
三
項
に
規
定
す
る
公
示

は
実
施
し
て
い
る
か
。

筈

当
市
に
お
け
る
一

般
競
争
入
札

指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
も
の

に

必
要
な
資
格
の
基
本
と
な
る
べ
き
事

項
お
よ
び
審
査
等
に
つ
い
て
は
、
地
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原 原 原 原 同 同 同 市陸
案 案 案 案 続
可 可 可 可 審

決 決 決 決 意 二Al豆包、 意 査

方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の

五
お
よ
び
同
条
の
十
一
の
外
、
関
係

規
程
に
基
づ
い
て
、
平
成
三
年
十
月

二
十
五
日
に
大
野
市
告
示
第
四
十
四

号
と
し
て
公
示
し
て
い

る。

な
お
公
示
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

県
の
指
導
を
受
け
、
昭
和
六
十
三
年

福
井
県
告
示
第
六
百
六
十
号
に
準
じ

て
制
定
し
て
い
る
。

新
廃
棄
物
法
の
実
施
に

つ
い
て

問

①
新
廃
棄
物
法
の
実
施
に
向
け

て
、
庁
内
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ

l
ム

は
結
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
ゴ
ミ
の
減
量
推
進
審
議
会
の
構
成

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

①
ゴ
ミ
の
最
終
処
分
地
を
ど
う
考
、
え

て
い
る
か
。

筈

①
ま
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム

は
結
成
し
て
い
な
い。

②
こ
の
審
議
会
は
廃
棄
物
の
減
量
計

画
や
適
正
処
理
・
再
生
利
用
等
を
審

議
す
る
も
の
で
、
組
織
は
十
五
名
以

内
と
し
た
。

委
員
は
地
域
住
民、

事
業
所
、
市

議
会
、
廃
棄
処
理

・
回
収
業
者
、
関

係
行
政
機
関
か
ら
推
薦
を
得
た
人
を

委
嘱
し
た
い
。

①
ゴ
ミ
は
現
在
、
中
竜
の
廃
鉱
へ
排

出
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
暫
定

的
な
処
置
で
あ
る
。
最
終
処
分
地
の

確
保
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
今
後

こ
の
問
題
解
決
に
全
力
を
挙
げ
た
い
。

( 3 ) 



中
据
工
業
団
地
に
つ
い
て

問

①
中
据
工
業
団
地
へ
の
工
場
誘

致
に
関
し
て
、
地
下
水
汚
染
な
ど
環

境
問
題
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
地
下
水
緬
養
地
に

化
学
物
質
を
使
用
す
る
工
場
を
誘
致

し
な
い
方
法
は
な
い
の
か
。

①
経
済
進
展
が
低
速
し
て
い
る
現
在

で
も
企
業
の
進
出
意
志
に
は
変
わ
り

は
な
い
か
。
ま
た
、
期
限
を
切
っ
て

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

①
土
地
開
発
公
社
に
対
す
る
提
訴
の

結
審
見
通
し
は
ど
う
か
。

①
上
庄
地
区
と
行
政
と
の
対
応
は
。

①
現
在
ま
で
の
訴
訟
費
用
の
支
払
額

は
い
く
ら
か
。

答

①
中
据
地
区
を
選
定
し
た
理
由

は
、
こ
の
企
業
が
積
極
的
に
求
め
た

土
地
で
あ
り
、
ま
た
地
元
か
ら
土
地

提
供
の
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

地
元
と
企
業
と
の
合
意
に
よ
っ
て
、

市
が
農
村
活
性
化
土
地
利
用
構
想
と

い
う
一
つ
の
施
策
に
基
づ
い
て
諸
般

の
手
続
き
を
行
い
、
議
会
の
同
意
を

得
て
こ
の
土
地
を
造
成
し
た
も
の
で

外
の
土
地
は
考
え
て
い
な
い
。

誘
致
す
る
工
場
は
公
害
の
な
い
優

秀
企
業
と
し
て
と
ら
、
え
て
い
る
が
、

進
出
が
決
定
し
て
も
、
公
害
防
止
協

定
は
結
ん
で
い
く
。
地
下
水
に
対
し

て
は
、
現
状
を
十
分
配
慮
し
て
慎
重

に
対
処
す
る
。

①
景
気
と
い
う
も
の
は
必
ず
周
期
が

あ
り
、
企
業
は
不
景
気
を
理
由
に
進

出
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
進

出
計
画
は
従
来
と
全
く
変
わ
っ
て
お

ら
ず
大
野
市
民
に
喜
ば
れ
て
進
出
し

た
い
の
で
、
早
く
環
境
整
備
を
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

関
係
者
と
行
政
の
意
見
の
一
致
を

得
た
段
階
で
進
出
す
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
期
限
を
切
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
早
期
誘
致
に
努
力
す
る
。

①
提
訴
さ
れ
た
民
事
訴
訟
は
、
内
容

か
ら
見
て
原
告
側
の
取
り
下
げ
が
な

い
場
合
は
、
長
期
裁
判
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

①
貴
重
な
土
地
を
提
供
し
た
地
元
の

人
、
上
庄
地
区
の
人
も
、
丹
羽
鉄
工

所
の
進
出
を
強
く
望
ん
で
お
り
、
こ

の
熱
意
に
こ
た
え
る
の
が
行
政
の
責

務
と
考
え
て
い
る
。

①
訴
訟
代
理
人
委
託
料
と
し
て
、
平

成
三
年
度
百
万
円
、
今
年
に
入

っ
て

八
十
万
円
を
支
出
し
て
い
る
。

農
業
機
械
公
社
の
設
置
に

つ
い
て

問

現
在
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
の
は
、
農
機
具
の
購
入
費
、
償
却

費
で
あ
る
。

市
と
J
A
が
出
資
し
て
農
業
機
械

公
社
を
設
置
し
、
公
社
が
農
機
具
を

購
入
し
、
適
正
な
代
価
で
農
家
に
貸

し
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答

農
業
機
械
公
社
を
設
置
す
る
こ

と
は
、
市
町
村
公
社
の
定
款
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
機
械
の
リ
l
ス
事

業
を
規
定
す
れ
ば
複
合
公
社
と
し
て

の
事
業
が
実
施
可
能
と
思
う
。
し
か

し
農
業
機
械
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

農
作
業
が
短
期
間
で

一
時
的
に
集
中

す
る
こ
と
や
、
ま
た
機
械
の
償
却
や

保
管
等
を
考
慮
す
る
と
、
現
時
点
で

の
設
置
は
困
難
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
当
面
各
集
落
の
農

地
は
集
落
全
体
で
管
理
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
農
業
生
産
組
織
等
を
育

成
し
て
、
こ
れ
を
通
じ
て
農
業
施
設

や
機
械
の
共
同
購
入
な
ら
び
に
利
用

を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
の
補
助
事

業
の
導
入
を
図
り
な
が
ら
、
農
家
の

負
担
軽
減
に
努
め
た
い
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て

同

市
営
住
宅
は
三
十
年
以
上
経
過

し
て
い
る
た
め
、
老
朽
化
が
甚
だ
し

く
年
々
修
繕
費
が
重
ん
で
い
る
。

老
朽
化
し
た
木
造
平
屋
建
住
宅
の

改
築
計
画
は
、
安
全
面
か
ら
も
必
要

で
は
な
い
か
。

ま
た
平
成
六
年
度
に
、
中
挟
団
地

に
お
い
て
一
棟
十
八
戸
の
新
築
計
画

が
あ
る
が
、
障
害
者
所
帯
の
入
居
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

現
在
の
大
野
市
営
住
宅
は
、
七

団
地
二
百
十
八
戸
で
、
入
居
者
が
百

八
十
六
戸
、
空
き
家
が
三
十
二
戸
と

な
っ
て
い
る
。
空
き
家
の
ほ
と
ん
ど

は
老
朽
化
が
激
し
い
た
め
、
入
居
者

を
控
え
、
退
居
・
転
居
者
を
待
っ
て

取
り
壊
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

今
後
の
住
宅
の
整
備
は
、
中
層
耐

火
構
造
化
を
計
画
的
に
進
め
、
居
住

環
境
の
整
備
を
図
り
た
い
。

ま
た
建
設
の
際
に
は
心
身
障
害
者

の
入
居
に
も
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

老
人
寮
の
建
設
に
つ
い
て

問

老
齢
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
そ

れ
に
比
例
し
て
独
居
老
人
所
帯
も
増

加
し
て
い
る
。

一
人
暮
ら
し
の
老
人
に
と
っ
て
食

事
や
洗
濯
な
ど
に
対
し
不
便
を
感
じ

て
い
る
が
、
老
人
ホ

l
ム
に
は
入
居

し
た
く
な
い
と
い
う
考
、
え
の
人
も
多

く
、
そ
う
い
う
人
た
ち
を
救
済
す
る

方
法
と
し
て
、
独
居
老
人
の
た
め
の

寮
を
建
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答

近
年

一
人
暮
ら
し
の
老
人
や
、

高
齢
者
所
帯
が
増
加
し
て
お
り
、
こ

の
人
た
ち
が
地
域
の
中
で
、
自
立
し

て
安
全
で
快
適
な
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
に
配
慮
し

た
住
宅
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
き

て
い
る
。

老
人
所
常
や
高
齢
者
所
帯
向
き
の

市
営
住
宅
建
設
の
構
想
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
重
点
と
し
て
、
地
域
住
民
に
よ

る
福
祉
活
動
へ
の
協
力
参
加
や
社
会

的
行
動
を
促
進
し
、
老
人
保
健
福
祉

計
画
を
策
定
す
る
中
で
そ
の
ニ

l
ズ

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な

指
針
を
示
し
て
い
き
た
い
。

( 4 ) 

道
路
改
良
に
つ
い
て

問

今
年
か
ら
萩
ケ
野
地
区
内
の
市

道
改
良
に
着
手
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
総
工
費
三
千
万
円
の
と
こ
ろ

今
年
の
予
算
は
三
百
万
円
と
聞
い
て

い
る
。
こ
れ
で
は
十
年
も
か
か
る
計

算
に
な
る
。
こ
の
道
路
の
重
要
性
を

考
え
、
早
期
完
成
は
で
き
な
い
か
。

答

道
路
改
良
の
基
本
方
針
と
し
て

公
共
施
設
に
通
ず
る
ア
ク
セ
ス
道
路

は
補
助
事
業
で
、
集
落
道
路
は
市
単

独
事
業
で
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
新

規
改
良
要
望
の
個
所
が
増
え
て
い
る

の
で
遅
れ
が
ち
で
あ
る
。
今
後
市
の

財
政
事
情
も
考
慮
し
な
が
ら
早
い
年

次
に
完
成
す
る
よ
う
努
力
す
る
。



街
中
観
光
と
イ
ト
ヨ
生
息

地
に
つ
い
て

間
本
願
清
水
が
天
然
記
念
物
イ
ト

ヨ
の
生
息
地
と
し
て
国
の
指
定
を
受

け
て
い
る
が
、
全
国
的
な
イ
ト
ヨ
の

分
布
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ま
た
希
少
価
値
の
あ
る
イ
ト
ヨ
を

観
光
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
イ
ト
ヨ

す

の
榛
む
町
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
陸
封
型
の
イ
ト
ヨ
は
、
本
州
の

北
緯
三
十
五
度
以
北
の
地
方
で
、
福

島
県
の
会
津
地
方
、
栃
木
県
の
那
須

地
方
と
、
そ
れ
に
本
市
の
三
カ
所
に

生
息
し
、
大
野
市
が
南
限
の
生
息
地

と
な
っ
て
い
る
。

イ
ト
ヨ
生
息
地
で
あ
る
本
願
清
水

崎
市
街
地
唯

一
の
観
光
資
源
で
あ
っ

た
が
、
年
々
湧
水
が
枯
渇
し
て
、
イ

ト
ヨ
の
保
護
対
策
は
現
在
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

当
市
の
観
光
資
源
と
し
て
貴
重
な

存
在
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
生
か
す

方
法
に
つ
い
て
今
後
十
分
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

いヲ匂
。

学
校
週
五
日
制
に
つ
い
て

間
文
部
省
の
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
で
、
平
成
四
年
の
指
導
要
領
で
は

大
半
の
子
供
が
苦
し
み
、
自
信
を
無

く
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
過
密
な

も
の
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

学
校
週
五
日
制
を
考
え
る
と
き
、

教
育
の
本
筋
、
子
供
の
正
し
い
成
長

発
展
・
発
達
を
中
心
に
据
え
る
そ
の

子
供
の
願
い
を
軸
に
し
た
観
点
で
、

父
母
も
教
師
も
、
ま
た
教
育
委
員
会

も
考
え
て
い
く
こ
と
が
現
在
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
今
回
の
改
訂
の
基
本
的
な
狙
い

は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
変
化
と
、

そ
れ
に
伴
う
児
童
生
徒
の
生
活
や
意

識
の
変
容
に
配
慮
し
つ

つ
、
生
涯
学

つ
ち
か

習
の
基
礎
を
培
、
7
と
い
う
観
点
に
立
っ

て
、
二
十
一
世
紀
を
目
指
す
社
会
の

変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
心
豊

か
な
人
聞
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
基

本
的
な
狙
い
と
し
て
改
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

幼
稚
園
の
教
育
要
領
は
一
昨
年
度

か
ら
、
小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
は

今
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
五
年
度
、

高
等
学
校
は
六
年
度
か
ら
実
施
と
い

う
計
画
で
現
在
進
ん
で
い
る
。

今
回
の
学
校
週
五
日
制
が
、
指
導

要
領
の
改
訂
と
並
行
し
て
の
導
入
で

あ
れ
ば
五
日
制
に
対
応
で
き
る
と
思

う
。
現
在
こ
の
学
校
週
五
日
制
を
完

全
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
調
査
研

究
協
力
校
の
実
施
結
果
か
ら
見
て
、

月
二
固
ま
で
が
限
界
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
改
定
さ
れ
た
学
習
指
導

要
領
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
あ

り
、
こ
れ
を
早
急
に
改
訂
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

問
阪
谷
地
区
に
お
け
る
ミ

ニ
総
合

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
は
、
ま
だ
数
多
く

の
事
業
を
残
し
な
が
ら
、
最
近
に
な
っ

て
市
は
こ
の
事
業
を
切
り
上
げ
て
新

規
の
事
業
に
取
り
組
み
た
い
と
し
て

い
る
が
、
新
し
い
事
業
と
は
ど
う
い

う
事
業
か
。

ま
た
、
阪
谷
地
域
は
、
非
常
に
大

け
い
は
ん

の
り

き
な
畦
畔
が
あ
る
が
、
こ
の
法
面
を

有
効
に
利
用
す
る
方
法
は
な
い
か
。

答
ミ
ニ
総
合
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
は
、

当
初
事
業
費
約
四
億
円
が
、
そ
の
後

毎
年
事
業
費
の
見
直
し
に
よ
り
、
本

年
の
残
事
業
の
改
定
で
は
三
十
パ
ー

セ
ン
ト
増
の
平
均
五
億
円
余
り
と
な
っ

て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
五
年

番

請

願

請

願

二

号

陳
情
十
六
号

陳
情
十
七
号

陳
情
十
八
号

継
続
分
請
願
八
号

平

成

年

陳

情

九

号

陳
情二
十
一
号

陳
情二
十
三
号

陳平
情成
十四
の四年
一号

号

件

号

市
道
の
編
入
に
つ

い
て

区
道
の
市
道
編
入
と

道
路
改
良
の
お
願
い

林
道
認
定
に
関
す
る

陳
情
書

元
町
駐
車
場
に
つ
い
て

六
間
ア
ク
セ
ス
道
路
の

早
期
実
現
に

つ
い
て

度
の
予
算
要
求
に
当
た

っ
て
は
、
平

成
六
年
度
で
完
了
す
る
よ
う
、
国
の

強
い
指
導
を
受
け
て
い
る
。

新
規
事
業
内
容
は
、
農
業
政
策
の

推
移
を
見
極
め
な
が
ら
、
補
助
事
業

で
積
極
的
に
対
応
し
た
い
。

地
域
に
お
け
る
畦
畔
の
維
持
管
理

に
は
非
常
に
苦
慮
し
て
い
る
が
、
県

下
の
各
地
で
は
地
皮
植
物

(カ
バ
ー

プ
ラ
ン
ツ
)
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

お
お

こ
れ
は
地
面
を
低
く
覆
い
、
繁
殖 名

提

結

果

出

者

大
門
区
長

中
村
重
一百治

外
五
名
一
採

拶ミ

松
丸
区
長

中
山
茂
樹

採

択

佐
開
区
長

庚
瀬
敏
夫

f采

択択ilil:i i 
( 5 ) 

力
も
雑
草
の
抑
制
力
も
共
に
高
く
、

し
か
も
病
虫
害
に
も
強
い
な
ど
の
特

性
か
ら
、
古
く
か
ら
公
園
や
庭
園
等

の
地
皮
材
料
と
と
し
て
利
用
き
れ
て

い
ヲ
@
。

今
年
、
乾
側
地
区
に
お
い
て
五
日
間

種
程
度
の
カ
パ

l
プ
ラ
ン
ツ
を
植
え

ひ
ふ
〈

付
け
て
、
繁
殖
力
、
被
覆
程
度
、
被

覆
の
速
さ
、

気
候
の
特
性
な
ど
試
験

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の

結
果
を
見
て
対
応
し
た
い
。



-
産
業
経
済
常
任
委
員
会

O
陳
情
に
つ
い
て

佐
開
区
長
か
ら
提
出
の
、
佐
開
地

区
か
ら
蕨
生
地
区
に
至
る
約
四

・
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
林
道
と
し
て
認
定

し
、
そ
の
整
備
を
願
い
た
い
と
い
う

内
容
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、
佐
開
地

げ
わ

区
の
登
り
口
の
傾
斜
が
険
し
く
、
ま

た
カ
!
ブ
も
急
で
あ
る
か
ら
、
現
在

の
作
業
道
を
重
点
と
し
た
線
形
で
な

く
通
行
の
安
全
に
配
慮
し
た
ル
!
ト

で
県
単
事
業
と
し
て
施
行
さ
れ
る
よ

う
努
力
さ
れ
た
い
。

O
中
据
工
業
団
地
問
題
に
つ
い
て

金
利
の
関
係
か
ら
、
来
月
に
は
も

う
企
業
と
の
契
約
予
定
の
金
額
を
上

回
る
状
況
と
な
る
が
、
企
業
の
求
め

る
「
条
件
整
備
」
ま
で
に
は
、

ま
だ

相
当
の
期
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
こ
の
際
仮
契
約
だ
け
で
も
済

ま
せ
て
具
体
的
な
立
地
協
定

・
公
害

防
止
協
定
等
を
締
結
す
べ
き
で
あ
る
。

万
一
、
交
渉
が
不
調
に
終
わ
る
場

合
は
、
白
紙
に
戻
し
て
再
検
討
す
る

必
要
も
あ
る
。

当
委
員
会
と
し
て
も
全
面
的
に
バ

ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
の
で
、
市
長
が
先
頭

と
な
っ
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
企

業
と
具
体
的
な
詰
め
に
入
る
べ
き
で

糸
町
ヲ
匂
。-

総
務
常
任
委
員
会

O
週
休
五
日
制
に
つ
い
て

第
三
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
し
で

あ
る
こ
と
を
市
民
に
周
知
さ
せ
る
た

め
に
各
施
設
を
休
館
日
に
す
る
計
画

の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
趣
旨
は
理

解
で
き
る
が
、
む
し
ろ
家
族
が
そ
ろ
っ

て
利
用
し
た
い
有
終
会
館

・
市
民
会

館
・
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

-
B
&
G
の

四
施
設
は
、
開
放
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
強
い
意
見
が
あ
っ
た
の
で
、
理

事
者
に
対
し
て
開
館
す
る
よ
う
申
し

入
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
旨
の
回
答
を

息寸ヒ。

ノ，
4
E

一y
'

O
陳
情
に
つ
い
て

「防
犯
灯
に
係
る
電
気
料
の
補
助

及
び
設
置
に
つ
い
て
L

は
、
平
成
五

年
度
か
ら
公
衆
街
路
灯
、
す
な
わ
ち

防
犯
灯
に
係
る
電
気
料
に
対
し
て
は

一
定
の
範
囲
内
で
助
成
す
る
と
の
回

答
を
得
た
。

回
答
内
容
は
、
陳
情
者
の
願
意
か

ら
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
が
、
理

事
者
の
前
向
き
の
姿
勢
は
評
価
す
べ

き
と
の
こ
と
か
ら
全
会
一
致
で
採
択

と
し
た
。

-
教
育
民
生
常
任
委
員
会

O
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
改
正
に
つ
い
て

今
回
、
国
に
お
い
て
廃
棄
物
の
排

出
抑
制
と
再
生
利
用
を
図
る
た
め
に

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
の
一
部
が
改
正
が
き
れ
た
。

当
市
の
寸
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
も
、

そ
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
案
が
提

出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
民
お

よ
び
事
業
者
の
責
務
を
明
確
に
す
る

こ
と
と
、
審
議
会
等
の
設
置
を
骨
子

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
特
に
十
五
名
の
委
員

を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
の
委
員
を
委
嘱
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
廃
棄
物
に
対
し
て

実
践
的
な
活
動
の
で
き
る
人
を
選
出

さ
れ
た
い
。

ま
た
業
者
が
出
す
廃
棄
物
に
対
し

て
は
、
受
益
者
で
あ
る
業
者
で
負
担

と
し
て
も
ら
う
べ
き
で
あ
り
、
別
表

の
手
数
料
基
準
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

O
陳
情
に
つ
い
て

「環
境
を
守
る
た
め
の
陳
情
書
」

に
つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況
等
も
考

慮
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
の
こ

と
か
ら
継
続
審
査
と
し
た
。

-
建
霞
常
任
委
員
会

O
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

「上
庄
地
区
幹
線
市
道
取
り
付
け

道
路
設
置
に
つ
い
て
」
は
、
現
在
主

管
課
に
お
い
て
土
地
を
取
得
す
る
た

め
地
権
者
と
交
渉
中
で
あ
る
か
ら
、

今
暫
く
待
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が

あ
り
、
引
き
続
き
全
会

一
致
で
継
続

審
査
と
し
た
。

「
六
間
ア
ク
セ
ス
道
路
の
早
期
実

現
に
つ
い
て
L

は
、
ア
ク
セ
ス
道
路

の
ル

l
ト
の
位
置
や
有
終
西
小
学
校

の
移
転
が
明
確
で
な
い
現
段
階
で
の

判
断
は
、
時
期
尚
早
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
の
都
市
計
画
審
議
会

で
の
審
議
の
推
移
を
見
守
る
必
要
が

あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
全

会
一
致
で
継
続
審
査
と
し
た
。

「
元
町
駐
車
場
に
つ
い
て
」
は
、

現
有
地
の
狭
い
敷
地
内
で
は
願
意
に

こ
た
え
る
こ
と
で
き
な
い
た
め
、
隣

接
す
る
土
地
を
取
得
す
る
た
め
地
権

者
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
交

渉
し
た
が
、
非
常
に
難
し
い
た
め
土

地
の
取
得
は
断
念
し
た
。

し
か
し
、
現
在
陳
情
者
と
市
が
い

ろ
い
ろ
協
議
を
重
ね
て
い
る
の
で
、

そ
の
成
り
行
き
を
見
守
る
必
要
が
あ

る
の
で
引
き
続
き
継
続
審
査
と
し
た
。

市
長
か
ら
要
望
の
あ
っ
た、

「道

路
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
」
「
第
三

次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
五
カ
年
計
画

に
つ
い
て
L

の
二
件
は
、
い
ず
れ
も

年
次
計
画
に
要
す
る
総
投
資
額
の
満

額
確
保
を
目
指
す
も
の
で
、
全
国

的
な
盛
り
上
が
り
を
図
る
べ
く
地

方
議
会
で
の
議
決
を
要
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

い
ず
れ
も
当
市
に
と

っ
て
は
、

不

可
欠
な
課
題
で
あ
る
か
ら
全
会
一
致

で
採
択
と
し
、
別
途
市
会
案
と
し
て

意
見
書
を
提
出
こ
と
に
意
見
の

一
致

を
見
た
。

( 6 ) 

-
総
合
病
院
対
策
特
別
要
員
会

O
陳
情
に
つ
い
て

「
大
野
市
総
合
病
院
の
誘
致
の
可

否
に
対
す
る
知
事
へ
の
具
申
に
つ
い

て
」
は
、
十
二
月
定
例
議
会
に
お
い

て
理
事
者
か
ら
誘
致
の
経
過
報
告
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

病
院
の
誘
致
経
過
を
も
う
し
ば
ら
く

見
守
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
、

全
会
一
致
で
再
度
、
継
続
審
査
と

し
た
。


